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決算説明資料



あなたにBESTな
お店が⾒つかる

S e r v i c e  I m a g e



Rettyの特徴

実名型 点数評価のない
おすすめの⼝コミ 「ヒト」から探す

信頼できるヒトから、⾃分にあったお店を⾒つけることができる

実名型グルメプラットフォーム
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Retty
ユーザー

広告
コンテンツ 広告主等

飲⾷店

Rettyを活かした広告掲載や
蓄積されたコンテンツを提供

送客⽀援
各種ソリューションの提供

掲載や提供に応じて課⾦

⽉額・従量での課⾦

ビジネスモデル

飲
⾷
店
情
報
の
無
料
提
供

実名型グルメ
プラットフォーム

Retty

飲⾷店
⽀援
サービス



サマリー/ 通期業績⾒通し

2024年９⽉期 第３四半期 実績

⽬次
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サマリー/ 通期業績⾒通し

2024年９⽉期 第３四半期 実績
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2.



777

有料お店会員数 特定代理店経由で参画した店舗の整理が⼤幅に進んだ結果、
解約が安定し、有料お店会員数は5⽉以降3ヶ⽉連続で純増

エグゼクティブサマリー1 |

⿊字化進捗

業績⾒通し

7⽉に単⽉営業⿊字化を実現、⼀⽅で広告コンテンツの受注
の不振や飲⾷店⽀援サービスの新規参画店舗数成⻑の遅れの
影響で⽉次⿊字化のタイミングは期初計画に⽐べ２ヶ⽉遅延

業績予想を売上1,570百万円、営業損益を-85百万円の予想に
変更
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有料お店会員数推移1 |
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6,843
(+121)6,722

(+74)
6,648
(+20)

6,628
(-25)6,653

特定代理店の整理が⼤幅に進んだ結果解約が低減し、有料お店会員数は、5⽉以降固定プラン・従
量プランともに3ヶ⽉連続で純増に転じており、継続してお店会員数を積み上げる状態を回復

有料お店会員数推移（件）
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⽉次⿊字化1 |

期初計画に⽐べると2ヶ⽉程度のビハインドはあるものの、7⽉速報値では⽉次の営業⿊字化を達成

第３四半期
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予算における
黒字化タイミング

30百万円の大型広告案件に
よる一時的な黒字

⽉次営業損益推移（千円）

月次営業黒字



通期予想に対する振り返り

利益率の⾼い広告コンテンツの第３四半期における売上不振、及び飲⾷店⽀援サービスのお店会員
数純増タイミングの遅れにより売上・営業損益共に計画⽐でビハインド

1 |

売上

• 売上は計画に対して68~72%の達成率で計画⽐ビハインド
• 広告コンテンツに関しては第３四半期で営業不振及び⼀部の案
件に後ろ倒しが発⽣し計画⽐で売上が減少

• 飲⾷店⽀援サービスにおいても、代理店領域において想定より
も新規参画店舗数の回復・成⻑が限定的であった結果、有料お
店会員店舗数の純増タイミングが遅延

営業
損益

振り返りと今後の⾒通し

• 第３四半期時点で-98百万円と計画に対して⼤きくビハインド

• 広告コンテンツに関しては受注した案件の商品ミックスが計画
策定時に想定していた商品ミックスとは異なるものとなったた
め、原価が計画⽐で増加

計画/第３四半期実績

計画
1,600〜
1,700百万円
第３四半期実績
1,155百万円

進捗率

計画
８〜
20百万円

第３四半期実績
-98百万円

-

72.2~
68.0%
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2024年9⽉期 通期業績⾒通しの変更

前項記載の理由により、売上1,570百万円、営業損失-85百万円に業績⾒通しを変更。また、役
員報酬の減額を実施。

2024年9⽉期
業績⾒通し（修正前）

売上

1,600
〜1,700百万円

2024年9⽉期
業績⾒通し

1 |

営業利益

8〜20百万円

売上

1,570百万円

営業損失

-85百万円
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サマリー/ 通期業績⾒通し
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2024年９⽉期第３四半期実績の概況

第３四半期の売上実績は361百万円となり、営業損失は-45百万円の着地となった

2 |

1,570

-85

FY2024/09

売上⾼

売上総利益

売上総利益率

営業損益

営業利益率

経常損益

当期純損益

業績予想 達成率

-90

-95

第３四半期
累計 YoY

1,155 97.9%

- -

- -

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

70.0%

808

-92

-

-95

-98

117.9%

73.6%

第３四半期 YoY

361 96.2%

-

-

-

-

-

68.4%

247

-45

-

-46

-47

94.8%
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四半期売上内訳推移（百万円）

全社売上の推移

飲⾷店⽀援サービスの売上は第３四半期294百万円、広告コンテンツの売上は69百万円となった。
広告は営業活動の不振や案件の⼀部後ろ倒しなどに伴い、69百万円にとどまった。

2 |
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集客事業 広告コンテンツ事業

広告
コンテンツ

飲⾷店⽀援
サービス

• 営業活動の不振により新規受注が計画⽐で
未達となった

• ⼀部案件で実⾏の後ろ倒しが⽣じた

• お店会員店舗数が純増したことにより売上
が増加した

• ネット予約の増加によって従量売上が増加
した
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飲⾷店⽀援サービスの売上推移

飲⾷店⽀援サービスの売上は、前四半期⽐で+７百万円の増加となった

2 |
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有料お店会員数推移

2024年６⽉末時点の有料お店会員数（固定＋従量）は6,722件と前四半期末と⽐較して増加した。
ARPUは商品のリニューアルなどにより継続して向上した。

お店会員数（固定＋従量）四半期推移（件）

2 |

お店会員（固定）：5,165件
お店会員（従量）：1,557件

ARPU（PL計上価格/千円）※

6,722件(+69件)6,653件
お店会員（固定）：5,169件
お店会員（従量）：1,484件

※ 従量課⾦分を含めたARPU
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固定費の⼤幅な圧縮

アルバイトの削減や正社員の出向、オフィス移転など抜本的な固定費削減を進め、四半期ベース
で前年同期⽐-114百万円/四半期と⼤幅に固定費を削減し筋⾁質な体制を実現

四半期コスト推移（百万円）

-114百万円
(前年同期比)

2 |
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営業損益の改善と財務健全性の向上

四半期営業損益は四半期平均で-31百万円となっており、2023年９⽉期と⽐較して100百万円改善し、
財務健全性の向上に寄与。

四半期営業損益推移（百万円）

2 |

広告コンテンツの大型案件を
除いた営業損益は-37百万円

FY2023

-131
百万円/四半期

FY2024

-31
百万円/四半期


































